
『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

―
連
文
漢
語
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て

―

藤　
　

井　
　

俊　
　

博

一　

は
じ
め
に

　
『
打
聞
集
』
は
、
院
政
期
成
立
の
仏
教
説
話
集
で
、
全
27
話
は
『
今
昔
物
語

集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
の
類
話
を
多
く
持
ち
、『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
共

通
祖
本
と
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
成
立
時
期
の
近
い
『
今
昔
物
語
集
』
と

同
じ
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』
が
当
時
の
常
用
的

な
漢
字
を
多
く
用
い
な
が
ら
、
自
立
語
を
漢
字
表
記
す
る
整
然
と
し
た
宣
命
書

き
を
と
る
の
に
対
し
、『
打
聞
集
』
は
、
漢
文
的
な
表
記
を
と
る
箇
所
が
多
い

一
方
、
宛
字
や
仮
名
書
き
自
立
語
も
多
く
、
表
記
に
特
殊
な
面
が
目
立
つ
。
ま

た
、
振
り
仮
名
や
捨
て
仮
名
な
ど
で
独
自
の
漢
字
表
記
を
補
完
す
る
点
も
特
徴

で
、
さ
ら
に
重
ね
書
き
し
た
修
正
箇
所
が
多
い
点
な
ど
も
含
め
、
当
時
の
僧
侶

の
書
記
行
為
の
実
態
を
伝
え
る
生
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
本
作
の
表
記
の
特
異
性
に
は
、
成
立
事
情
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
橋
本
（
一
九
二
七
）
は
複
製
本
の
解
説
で
、
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
出
来
た

親
本
を
転
写
し
た
の
が
現
存
本
と
推
定
し
、
そ
の
後
、
貴
志
（
一
九
七
一
）
は

現
存
本
自
体
を
聞
き
書
き
に
よ
る
と
し
た
。
聞
き
書
き
説
は
長
ら
く
通
説
的
に

扱
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
成
立
過
程
に
聞
き
書
き
段
階
を
想
定
す
る
論
は
、
本
作

に
自
由
奔
放
な
宛
字
が
多
い
点
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
を
批
判
し
た
の

が
森
（
一
九
八
二
）
で
、
根
拠
と
な
る
宛
字
が
概
ね
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
か
ら
の

転
写
の
過
程
で
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
成
立
論
に
一
石
を
投
じ
た
。
な

お
、
制
作
意
図
に
つ
い
て
は
、
小
内
（
一
九
七
一
）
の
学
習
ノ
ー
ト
説
が
あ
り
、

近
年
で
は
川
上
（
二
〇
一
七
）
の
説
話
集
草
案
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、『
打
聞
集
』
に
見
ら
れ
る
漢
字
表
記
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
、
そ
の
背
景
に
漢
字
の
訓
詁
知
識
や
、
漢
語
の
知
識
が
あ
る
こ
と
を
論
じ

る
。
資
料
に
は
、
東
辻
保
和
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』（
清
文
堂
）
を
用

い
、
基
本
的
に
同
書
の
本
文
に
付
さ
れ
た
行
数
に
よ
っ
て
用
例
の
所
在
を
示
す
。

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

二
五
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二　
『
打
聞
集
』
の
成
立
と
漢
字
使
用
の
問
題

　

森
（
一
九
八
二
）
は
、
漢
字
表
記
を
論
じ
る
本
稿
の
前
提
に
な
る
注
目
す
べ

き
観
点
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
論
の
要
点
を
次
に
列
記
す
る
。

一　

現
存
本
は
い
っ
た
ん
文
字
に
定
着
し
た
本
文
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

宛
字
は
親
本
の
仮
名
表
記
を
誤
読
し
た
も
の
が
多
い
。

三　

漢
字
に
傍
訓
を
付
す
の
は
漢
字
表
記
の
特
異
な
る
ゆ
え
に
生
ず
る
か
も

知
れ
な
い
誤
読
を
防
ご
う
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
特
に
宛
字
に
は
付
訓
が

多
く
、
親
本
の
形
を
付
訓
と
し
て
残
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

四　

傍
訓
に
は
、
始
め
に
仮
名
表
記
し
た
も
の
を
後
に
漢
字
に
直
す
例
、
始

め
に
漢
字
表
記
し
た
も
の
を
別
の
正
し
い
漢
字
に
直
し
た
例
が
あ
る
。

五　

そ
の
場
で
訂
正
し
た
跡
が
あ
り
、
誤
っ
た
漢
字
を
正
し
い
表
記
に
し
た

も
の
、
仮
名
書
き
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
漢
字
に
書
き
直
し
た
も
の
が
あ

る
。

六　

打
聞
集
の
略
体
表
記
は
、
打
聞
集
の
書
写
時
に
と
ら
れ
た
表
記
法
で
、

助
詞
・
助
動
詞
の
省
略
と
し
て
現
れ
る
。
略
体
表
記
は
物
語
の
簡
縮
と
し

て
現
れ
る
ほ
か
、
紙
面
の
変
わ
り
目
や
、
話
の
冒
頭
や
末
尾
に
多
く
現
れ

る
。

　

森
の
論
の
大
き
な
成
果
は
、『
打
聞
集
』
は
一
と
二
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本

作
の
宛
字
が
、
打
ち
聞
き
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
も
と
に
し
た
平
仮
名
テ
キ
ス

ト
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
変
換
す
る
際
に
誤
読
と
し
て
生
じ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
点
に
あ
る
。『
打
聞
集
』
第
七
話
に
「
思
め
ぐ
ラ
カ
シ
テ
」（
110
）
と
平

仮
名
を
一
部
交
え
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
親
本
テ
キ
ス
ト
の
文
字
形
態
を
垣
間

見
せ
て
い
る
。
森
の
論
は
宛
字
の
他
、
四
の
傍
訓
、
五
の
誤
字
修
正
や
仮
名
の

漢
字
化
な
ど
を
含
め
た
強
固
な
立
論
と
評
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
三
の
漢
字
表
記

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
宛
字
」
と
は
言
え
な
い
「
特
異
」
な
漢
字
の
使
用

さ
れ
た
背
景
・
事
情
に
つ
い
て
は
十
分
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
六
に

説
話
の
冒
頭
や
末
尾
を
中
心
に
略
体
表
記
（
本
稿
の
言
う
漢
文
的
表
記
）
が
現

れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、『
打
聞
集
』
の
と
る
こ
の
よ
う
な
漢
文
的

表
記
法
の
内
実
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
解
明
が
望
ま
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
森
の
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
親
本
の
平
仮
名
を
多
用
す
る
テ
キ
ス

ト
か
ら
、
漢
字
を
多
用
す
る
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
テ
キ
ス
ト
へ
表
記
を
変

換
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
森
が
三
に
述
べ
た
「
特
異
」
な
漢
字
表
記

が
な
ぜ
用
い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
た
と
え
ば
、
僧
侶
な
ら
「
安

置
」
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
が
、
撰
者
は
「
安
持
」
と
表
記
し
、
ま
た
「
置

く
」
を
「
持
」
で
表
記
し
て
い
る
。
聞
き
書
き
説
を
採
る
貴
志
（
一
九
七
一
）

で
は
こ
れ
ら
を
宛
字
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
こ
れ
ら
の
表
記
を
と
る
理

由
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
親
本
の
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
を
漢
文
的

表
記
に
変
換
す
る
面
と
と
も
に
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
の
特
徴
も
残
す
点
、
一
見
特

異
に
見
え
る
漢
字
表
記
が
漢
字
の
訓
詁
や
連
文
の
知
識
に
根
拠
を
持
つ
例
が
あ

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

二
六
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る
点
、
連
文
が
翻
読
語
や
そ
の
表
記
に
影
響
し
独
自
の
本
文
を
作
り
出
し
て
い

る
点
な
ど
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
院
政
期
の
和
漢
混
淆
文
の
実
態
を
伝

え
る
資
料
と
し
て
、
本
作
の
漢
字
表
記
の
生
成
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三　
『
打
聞
集
』
の
表
記
へ
の
漢
文
の
影
響

　
『
打
聞
集
』
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
和
漢
混
淆
文
で
あ
る
が
、『
今
昔
物

語
集
』『
延
慶
本
平
家
物
語
』
と
比
べ
る
と
表
記
の
傾
向
が
大
き
く
異
な
り
、

和
漢
混
淆
文
の
常
用
字
で
は
な
く
、
撰
者
が
読
み
馴
れ
た
漢
文
の
表
記
や
、
漢

字
の
訓
詁
知
識
に
基
づ
い
た
独
自
の
表
記
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

漢
文
の
影
響
に
よ
る
表
記
の
端
的
な
例
を
挙
げ
よ
う
。『
打
聞
集
』
で
は
連

体
詞
「
そ
の
」
は
『
打
聞
集
』
で
は
一
般
に
は
「
其
」
で
表
さ
れ
る
が
、「
そ

の
と
き
に
」
の
場
合
に
は
「
尒
（
爾
）」
字
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
内
訳
は

「
尒
時
」
１

例
「
尒
時
ニ

」
４

例
に
対
し
、「
其
」
は
「
其
ノ

時
」
１

例
「
其
時
ニ

」

３

例
で
「
尒
時︵
ニ
︶」
の
例
数
が
上
回
っ
て
い
る
。「
そ
の
と
き
に
」
は
仏
典
の

慣
用
表
現
「
爾
時
」
の
直
訳
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
翻
読
語
で
あ
る
。
仏
教
漢
文

の
影
響
を
受
け
た
『
今
昔
物
語
集
』
で
も
「
そ
の
と
き
に
」
の
例
は
多
い
が
、

常
用
字
の
「
其
」
を
用
い
て
「
其
ノ

時
ニ

」
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
例
の
み
で
あ

る
。
仏
教
者
が
関
わ
る
で
あ
ろ
う
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
で
も
「
尒
時
」
は
１

例
の
み
で
他
の
134
例
は
「
其
時
」
を
用
い
て
い
る
。『
打
聞
集
』
の
撰
者
は
僧

侶
が
想
定
さ
れ
、
仏
教
漢
文
の
表
現
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

書
き
手
が
同
じ
位
相
の
人
物
と
想
定
さ
れ
て
も
『
今
昔
物
語
集
』『
延
慶
本
平

家
物
語
』
で
は
一
般
的
な
用
字
法
に
統
一
さ
れ
て
お
り
傾
向
が
異
な
っ
て
い
る
。

撰
者
は
外
国
種
の
話
と
し
て
も
と
に
な
っ
た
漢
文
の
表
現
を
想
起
で
き
る
人
物

で
あ
り
、
森
の
い
う
よ
う
に
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
を
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
直

す
際
に
は
、
仏
教
漢
文
の
表
記
に
強
く
牽
引
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

用
字
の
使
い
分
け
は
、
意
味
の
差
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
す

う
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
獄
」
に
続
く
例
は
す
べ
て
「
居
」
字
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。

①　

此
ノ

男
ヲ

捕
ヘ
テ

獄
ニ

居
ラ
レ
ヌ
︒

。 

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
ノ
一
九
）

②　

春
朝
ヲ

捕
ヘ
テ

勘
ヘ

問
フ
ニ

、
事
顕
レ
テ

獄
ニ

居
ヘ
ツ

。

 

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
三
ノ
一
〇
）

③　

其
ノ

男
、
本
ハ

侍
ニ
テ

有
ケ
ル
ガ
︑

盗
シ
テ

獄
ニ

居
テ

、
後
放
免
ニ

成
ニ
ケ
ル

者
也
ケ
リ

。

 

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
ノ
二
二
）

　
『
打
聞
集
』
で
は
、「
置
い
て
お
く
」
意
味
で
は
「
居
」
を
用
い
る
が
、
次
の

よ
う
に
「
ひ
と
や
（
獄
）
に
す
う
」
の
場
合
は
「
坐
」
で
表
記
し
て
い
る
。

④　

獄
ヒ
ト
ヤ
ニ

坐
テ

、
自
今
如
是
奇
異
事
云
物
ハ

、
今
コ
ロ
シ
ム

ベ
キ
ナ
リ

ト
テ
、
獄
ニ

坐
ラ
レ
ヌ
︒

 

（
23
『
打
聞
集
』
第
二
話
）

　
「
坐
」
は
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ス
フ
」
と
と
も
に
「
ツ
ミ
ス
」

の
訓
を
あ
げ
る
。
読
み
は
「
す
う
」
で
も
、「
ひ
と
や
に
閉
じ
込
め
た
」
こ
と

を
「
罪
を
与
え
る
」
意
味
を
持
つ
「
坐
」
で
表
記
す
る
の
は
適
切
で
あ
る
。

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

二
七
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『
打
聞
集
』
は
和
漢
混
淆
文
の
よ
う
に
通
用
字
「
居
」
で
一
律
に
書
く
の
で
な

く
、
漢
字
の
字
義
に
基
づ
い
て
文
脈
に
応
じ
た
適
切
な
漢
字
を
用
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
『
打
聞
集
』
の
一
見
特
殊
な
漢
字
使
用
に
は
、
漢
字
の
訓
詁
的
な
知
識
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、

「
い
よ
い
よ
」
の
表
記
を
挙
げ
よ
う
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
弥
」
が
専
用
さ

れ
る
が
、『
打
聞
集
』
で
は
「
弥
」
は
用
い
ず
通
常
「
ま
す
ま
す
」
と
訓
読
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
「
倍
」「
増
」
字
を
用
い
て
い
る
。
貴
志
（
一
九
七
一
）
で

は
宛
字
の
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
倍
」（
19
）（
326
）「
増
」（
３

）
に
は
い
ず

れ
も
振
り
仮
名
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
撰
者
に
と
っ
て
も

必
ず
し
も
一
般
的
用
字
で
は
な
い
と
の
認
識
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
の
振
り
仮
名
が
付
し
た
目
的
は
、
一
つ
に
は
も
と
に
し
た
仮

名
本
文
の
字
面
を
再
現
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
撰
者
は
親
本
の
「
い
よ
い

よ
」
を
漢
字
表
記
す
る
の
に
、
一
般
的
な
「
弥
」
で
な
く
、
訓
詁
的
な
知
識
を

も
と
に
「
増
」「
倍
」
を
想
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
倍
」
の
用
字
に
は
根
拠
が

あ
り
、
築
島
裕
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
よ
る
と
『
菩
薩
戒
経
』
長
和
五
年
〈
一

〇
一
六
〉
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
の
訓
読
例
が
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
倍
」

に
「
ま
す
ま
す
・
い
よ
い
よ
」
の
意
を
挙
げ
る
）。「
増
」
は
『
訓
点
語
彙
集

成
』
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
の
訓
読
例
は
な
い
が
、「
マ
ス
マ
ス
」
と
読
ま
れ
る
例

の
他
に
、
同
義
の
連
文
漢
語
「
倍
増
」
を
「
マ
ス
マ
ス
」
と
訓
読
し
た
例

（『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
）
が
あ
る
か
ら
、「
倍
」
と
「
増
」

は
同
義
的
な
副
詞
と
認
識
さ
れ
得
る
。
訓
詁
知
識
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
実
際
の

訓
読
例
に
触
れ
な
く
と
も
、
応
用
的
に
「
増
」
を
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
と
訓
読
す
る
、

あ
る
い
は
逆
に
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
を
「
増
」
で
表
記
す
る
こ
と
は
あ
り
得
よ
う
。

　
「
倍
」「
増
」
は
、
通
用
字
で
な
い
字
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、

撰
者
に
と
っ
て
は
、
臨
時
的
な
宛
字
と
い
う
よ
り
、
訓
詁
的
な
根
拠
の
あ
る
表

記
と
し
て
使
用
さ
れ
た
用
字
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
通
用
字
で
は
な
い

文
字
を
あ
え
て
用
い
る
の
は
、「
尒
」
と
同
様
、
僧
侶
で
あ
る
撰
者
が
日
頃
接

す
る
仏
教
漢
文
の
知
識
が
影
響
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

四　
『
打
聞
集
』
の
表
記
の
多
様
性

　

次
に
、『
打
聞
集
』
で
、
助
詞
・
助
動
詞
や
、
形
式
名
詞
「
た
め
」「
と
こ

ろ
」
形
容
詞
「
な
し
」
な
ど
が
漢
文
的
な
表
記
を
と
る
例
を
検
討
し
て
お
く
。

之
（
助
詞
の
「
の
」）・
如
（
助
動
詞
「
ご
と
し
」）・
為
（
形
式
名
詞
「
た

め
」）・
所
・
処
（
形
式
名
詞
「
と
こ
ろ
」）・
無
（
形
容
詞
「
な
し
」）・
所

以
（
形
式
名
詞
「
ゆ
ゑ
」）・
非
（
否
定
判
断
「
あ
ら
ず
」）

　
「
之
」
は
、
仮
名
表
記
が
多
い
中
で
、「
功
能
之
由
」（
※
３

）「
史
弘
之
時
」

（
※
20
）「
六
十
人
之
貴
僧
」（
※
48
）「
高
炉
之
煙
」（
56
）「
三
代
之
王
」（
63
）

「
栴
檀
之
仏
」（
※
147
）「
帰
朝
之
後
」（
※
289
）「
山
座
主
之
時
」（
※
289
）「
仏

法
破
滅
之
被
宣
下
者
」（
※
297
）「
合
破
滅
之
使
」（
※
298
）
な
ど
が
見
え
、
※

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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印
を
付
し
た
冒
頭
の
例
が
多
く
を
占
め
る
。
話
の
冒
頭
の
箇
所
に
略
体
表
記

（
漢
文
的
表
記
）
が
用
い
ら
れ
や
す
い
こ
と
は
森
論
文
に
指
摘
が
あ
る
が
、

「
之
」
の
現
れ
や
す
い
箇
所
と
符
合
し
て
い
る
。「
貴
僧
」「
王
」「
仏
」
な
ど
の

名
詞
や
「
由
」「
後
」「
時
」
な
ど
の
形
式
的
な
名
詞
に
続
く
例
が
多
い
。

　
「
如
」
は
「
ご
と
し
」
で
あ
る
が
、
22
例
中
仮
名
表
記
は
２

例
の
み
で
、
漢

字
表
記
が
多
く
を
占
め
る
。
漢
字
20
例
の
う
ち
15
例
は
返
読
の
例
で
、「
如
是
」

９

例
を
始
め
「
如
前
」「
如
先
」「
如
法
」「
如
本
」「
如
本
意
」
な
ど
慣
用
的
な

表
現
が
多
い
。
特
に
「
如
是
」
は
仏
教
漢
文
の
常
用
語
の
影
響
で
あ
る
。

　
「
為
」
は
、「
為
見
物
」「
為
血
縁
」
な
ど
漢
語
と
と
も
に
返
読
し
て
用
い
て

い
る
。「
為
見
物
」
は
「
非
他
事
。
只
物
ノ
為
見
物
也
」（
334
）
の
よ
う
な
漢
文

的
表
記
の
例
で
話
の
冒
頭
の
例
で
あ
る
。「
為
結
縁
」
は
、
冒
頭
で
は
な
い
が
、

「
件
聖
ニ

為
結
縁
罷
渡
ル

也
」（
12
）
の
よ
う
に
漢
文
的
表
記
で
用
い
る
。

　
「
所
」
は
、「
〜
す
る
所
の
＋
名
詞
」
の
よ
う
な
漢
文
的
な
句
法
で
用
い
る
が
、

位
置
は
話
の
途
中
で
あ
る
。「
処
」
は
２

例
で
、
そ
の
う
ち
１

例
は
、「
衆
人
不

得
思
処
也
」（
296
）
の
よ
う
な
漢
文
的
表
記
の
例
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
二
行

の
み
か
ら
な
る
第
十
七
話
の
例
で
、
話
全
体
が
漢
文
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
無
」
は
、
話
の
途
中
に
用
い
る
が
、「
王
、
無
本
意
思
テ

」（
８

）「
王
、
悔

イ
悲
給
事
無
限
」（
15
）
な
ど
翻
読
語
的
な
「
本
意
な
し
」「
限
り
な
し
」
を
返

読
形
式
で
表
記
し
た
場
合
で
あ
る
（
た
だ
し
无
限
〈
18
〉
も
一
例
あ
り
）。
一

方
、
返
読
し
な
い
場
合
「
限
リ

无
シ

」（
９

例
）「
並
无
キ

」（
１

例
）
な
ど
の
よ
う

に
「
无
」
を
用
い
て
お
り
、「
無
」
は
返
読
表
記
に
の
み
に
現
れ
て
い
る
。

　
「
所
以
」
は
、「
其
所
以
ハ

」（
62
）
と
あ
り
、「
所
」「
以
」
の
二
字
が
重
ね
書

き
さ
れ
、
全
体
に
「
ソ
ノ
ユ
エ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
ゆ
ゑ
」

を
咄
嗟
に
思
い
つ
い
た
漢
字
表
記
で
書
こ
う
と
し
た
が
書
き
損
じ
て
し
ま
い
、

「
其
所
以
」
全
体
に
振
り
仮
名
を
付
し
て
読
み
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
非
（
あ
ら
ず
）」
は
、
話
の
冒
頭
に
「
非
他
事
」（
334
）、
の
よ
う
な
返
読
例

が
見
ら
れ
る
。
話
の
途
中
で
は
「
ず
」
に
宛
て
た
「
有
ニ
モ

非
有
ニ

」（
388
）
の
他

「
〜︵
ニ
︶非
ズ

」
７

例
、「
〜
ニ
ア
ラ
ズ
」
１

例
な
ど
非
返
読
で
も
用
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漢
文
的
表
記
の
「
〜
之
〜
」「
為
〜
」「
非
〜
」
は
、
冒
頭

に
用
い
る
例
が
あ
る
。「
如
」「
所
」「
処
」「
無
」
は
話
の
途
中
で
用
い
る
が
、

特
に
「
如
〜
」「
無
〜
」
は
類
型
的
表
現
の
返
読
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

　

な
お
こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
変
体
漢
文
に
特
徴
的
な
表
記
も
含
ま
れ
、
撰
者

が
、
日
常
的
に
実
用
的
な
漢
文
も
作
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

了
・
已
（
を
は
る
）・
目
出
（
め
で
た
し
）・
件
（
く
だ
ん
）

　

以
上
の
よ
う
な
漢
文
的
な
表
記
と
違
い
、
元
に
な
っ
た
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
の

表
記
法
の
影
響
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。「
の
た
ま
ふ
」

は
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
一
例
の
例
外
（
巻
二
十
ノ
二
）
を
除
き
全
て
「
宣
フ

」

と
表
記
さ
れ
る
が
、『
打
聞
集
』
で
は
「
ノ
給
フ
」（
216
・
219
・
278
・
316
）
の
よ

う
な
交
ぜ
書
き
表
記
の
み
で
、「
宣
」
を
用
い
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
他
に
も
、

「
イ
サ
清
ヨ
キ

」（
７

）（「
潔
」（
189
）
も
あ
り
）
や
、「
方
ブ
キ
」（
196
）
の
例
も

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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見
ら
れ
る
。
交
ぜ
書
き
表
記
は
、
平
仮
名
文
の
特
徴
で①
、
親
本
の
表
記
を
踏
襲

し
た
結
果
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
他
、『
万
葉
集
』
以
降
の
仮
名
の
歌

集
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
る
、
助
動
詞
「
ら
む
」
を
「
覧
」
で
宛
て
る
用
字
法

（
17
・
27
・
76
・
256
・
416
）
も
和
文
的
な
表
記
の
影
響
と
解
さ
れ
る
。

　
『
打
聞
集
』
の
撰
者
は
、
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
書
き
換
え
を
行
う
際
に
、

漢
文
や
変
体
漢
文
の
表
記
法
を
用
い
た
が
、
平
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
表
記
法
を

も
残
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
混
質
的
な
表
記
法
を
と
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

五　

連
文
を
用
い
た
熟
字
訓
の
表
記

　

古
代
の
漢
文
理
解
で
は
、
漢
文
の
注
釈
の
た
め
に
同
義
の
別
漢
字
に
置
き
換

え
る
訓
詁
の
作
業
が
重
視
さ
れ
た
。
訓
詁
の
知
識
は
同
義
の
字
の
結
合
で
あ
る

連
文
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
理
解
と
と
も
に
表
現
に
も
利
用
さ
れ
た
。『
打
聞
集
』

撰
者
は
日
常
的
に
漢
文
の
読
解
や
述
作
を
行
う
僧
侶
で
あ
り
、
身
に
つ
け
た
漢

字
の
訓
詁
知
識
や
連
文
の
知
識
を
本
作
の
述
作
に
も
利
用
し
て
い
る
。
本
節
で

は
、
連
文
漢
語
を
和
語
一
語
に
宛
て
た
、
い
わ
ゆ
る
熟
語
訓
の
例
を
挙
げ
る
。

奇
異
（
あ
や
し
）
○
獄
ヒ
ト
ヤ
ニ

坐
テ

自
今
如
是
奇
異
事
云
物
ハ

今
コ
ロ
シ
ム

ベ
キ
ナ
リ 

（
23
）

虚
空
（
お
ほ
そ
ら
）
○
獄
ノ

ツ
カ
サ
虚
空
ニ

物
ノ

、
ナ
リ
ケ
レ
バ
、 

（
29
）

長
大
（
ひ
と
と
な
る
）
○
童
デ

、
長
大
マ
デ

冠
ヲ
モ
セ
デ
御
ケ
ル
ガ

、 

（
383
）

引
導
（
み
ち
び
く
）
○
尺
迦
如
来
、
舎
利
ヲ

残
シ
テ

、
衆
生
ヲ

引
導
ヘ
リ 

（
36
）

　
「
奇
異
」
は
、『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
に
「
奇  

ア
ヤ
シ
ブ
」「
異  

ア

ヤ
シ
ム
」
が
見
え
る
連
文
の
熟
語
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
あ
や
し
」

は
一
般
に
は
「
怪
」
を
用
い
、
例
外
的
に
「
異
」「
奇
」
な
ど
で
表
し
て
い
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
奇
異
」
は
「
ア
サ
マ
シ
」
の
宛
字
に
転
用
し
て
い
る
。

右
の
『
打
聞
集
』
の
「
奇
異
」
に
対
応
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
本
文
は
「
怪
キ

」

（
巻
六
ノ
一
）
で
あ
り
、
表
記
方
針
の
差
が
現
れ
て
い
る
。「
奇
異
」（
あ
や
し
）

の
よ
う
な
熟
字
訓
に
よ
る
表
記
は
、「
怪
」
一
字
で
書
く
の
に
比
べ
て
漢
文
的

な
表
記
で
あ
り
、
漢
文
的
な
字
面
の
「
自
今
如
是
」
に
続
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
表
記
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
虚
空
」
は
連
文
漢
語
で
、「
虚
」「
空
」
い
ず
れ
も
『
観
智
院
本
類
聚
名
義

抄
』
に
「
オ
ホ
ソ
ラ
」
の
訓
が
あ
る
。『
打
聞
集
』
で
は
「
ソ
ラ
」
の
振
り
仮

名
を
付
し
た
「
虚
」（
279
）「
空
」（
364
）
の
例
も
見
ら
れ
る
。「
虚
空
」
は
「
そ

ら
」
も
し
く
は
「
コ
ク
ウ
」
と
音
読
み
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、「
虚
空
」
は

直
前
の
「
ヲ
ホ
ゾ
ラ
」（
28
）
を
受
け
て
い
る
点
か
ら
、「
虚
空
」
は
「
お
ほ
ぞ

ら
」、「
虚
」「
空
」
は
「
そ
ら
」
と
使
い
分
け
て
い
る
と
推
測
す
る
。

　
「
長
大
」
も
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
に
「
長  

ヒ
ト
ト
ナ
リ
（
ル
）」
の

訓
が
あ
り
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
「
長
大
」
の
意
味
に
「
生
長
す
る
。
成
人
す

る
」
の
意
味
を
あ
げ
て
お
り
、
連
文
の
漢
語
の
利
用
と
認
め
ら
れ
る
。

　
「
引
導
」（
ミ
チ
ビ
ク
）
も
、『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
よ
る
と
「
引
」「
導
」
そ

れ
ぞ
れ
に
「
ミ
チ
ビ
ク
」
の
訓
読
例
が
あ
り
、
連
文
と
し
て
の
漢
語
「
引
導
」

の
理
解
の
も
と
に
「
ミ
チ
ビ
ク
」
を
「
引
導
」
で
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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「
引
導
ヘ
リ

」
の
表
記
は
、
読
み
に
含
ま
れ
る
「
タ
マ
フ
」
の
送
り
仮
名
「
ヘ
」

を
付
し
た
も
の
で
あ
り
、「
ミ
チ
ビ
キ
タ
マ
フ
」
全
体
を
「
引
導
」
に
宛
て
て

い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。「
タ
マ
フ
」
の
補
読
は
漢
文
訓
読
文
の
意
識
が
働
い

た
も
の
で
、
撰
者
の
漢
文
訓
読
の
経
験
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

六　

連
文
の
応
用
に
よ
る
単
漢
字
の
表
記

　

次
に
、
連
文
漢
語
が
単
漢
字
の
表
記
に
影
響
し
た
例
を
検
討
す
る
。

　

例
え
ば
「
あ
ふ
」
は
、「
相
ハ
デ

」（
216
）「
相ア
ハ
セ
テ
」（
367
）「
対ア
ヒ
ニ

」（
15
）「
対ア
ヒ
テ

」

（
347
）
な
ど
振
り
仮
名
や
捨
て
仮
名
を
付
し
つ
つ
、「
相
」「
対
」
字
が
専
用
さ

れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
会
」「
値
」「
遇
」
が
主
で
、「
相
」
は

「
我
ニ

相
」（
巻
一
ノ
一
七
）「
相
ヘ
ル

者
ハ

定
メ
テ

離
ル

」（
巻
二
ノ
四
）
の
二
例
が
あ

る
が
、「
対
」
は
見
え
ず
特
殊
な
用
字
で
あ
る
。「
対
」
の
訓
読
例
は
、『
訓
点

語
彙
集
成
』
に
も
見
え
ず
、
貴
志
（
一
九
七
一
）
は
宛
字
と
し
て
い
る
。「
相
」

は
、『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
に
「
相  

ア
フ
」
の
訓
が
あ
り
、『
訓
点
語
彙

集
成
』
で
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
平
安
初
期
）『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
永
長

十
年
点
）
を
は
じ
め
９

例
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
文
献
で
は
「
相
＝

ア
フ
」
の
根
拠
が
見
出
せ
る
が
、
書
記
用
の
漢
字
と
し
て
は
一
般
的
と
は
言
え

ま
い
。『
打
聞
集
』
の
「
相
」
と
「
対
」
は
、「
悪
王
ニ

相
テ

」（
26
）「
和
尚
ニ

対ア
ヒ
ニ

」

（
15
）
の
よ
う
に
と
も
に
対
面
の
意
味
の
例
が
あ
る
が
、
筆
者
は
「
相
対
」（
む

か
い
あ
う
こ
と
）
の
よ
う
な
連
文
知
識
を
根
拠
に
「
相
」「
対
」
を
用
い
て
い

る
と
思
わ
れ
る②
。『
打
聞
集
』
で
は
振
り
仮
名
や
捨
て
仮
名
を
用
い
て
読
み
を

助
け
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
連
文
の
利
用
の
結
果
生
じ
た
特
殊
な
漢

字
使
用
の
読
み
を
助
け
る
役
割
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、「
み
か
ど
」
を
「
王
」「
帝
王
」
で
表
記
し
た
例
が
あ
る
。『
打
聞

集
』
で
は
「
王
」
に
「
ミ
カ
ド
」
の
振
り
仮
名
を
付
し
た
例
が
３

例
、「
王
ド

」

の
捨
て
仮
名
の
例
が
10
例
あ
る
こ
と
か
ら
、「
王
」
を
「
み
か
ど
」
の
表
記
と

し
て
間
違
い
な
い
。
他
に
「
帝
王
ド

」（
408
）
の
例
も
あ
り
、「
み
か
ど
」
の
表

記
に
通
常
の
「
帝
」
を
と
ら
ず
、「
王
」「
帝
王
」
の
表
記
を
と
っ
て
い
る
。
振

り
仮
名
や
捨
て
仮
名
が
付
く
例
を
含
め
全
体
で
「
王
」
47
例
、「
帝
王
」
17
例

で
あ
る
が
、『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
み
か
ど
」
は
す
べ
て
「
帝
」
と
表
記
さ

れ
、『
色
葉
字
類
抄
』
で
も
見
出
し
は
「
帝
」
で
あ
る
。
撰
者
は
「
帝
王
」
が

「
帝
＝
王
」
の
連
文
で
あ
る
と
考
え
、「
帝
」
が
「
み
か
ど
」
で
あ
る
な
ら
、
簡

略
な
文
字
の
「
王
」
や
二
文
字
の
「
帝
王
」
で
も
「
み
か
ど
」
を
表
記
し
得
る

と
考
え
、
あ
え
て
「
王
」「
帝
王
」
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
王
」

を
「
ミ
カ
ド
」
と
訓
読
す
る
例
は
『
訓
点
語
彙
集
成
』
で
、『
楊
守
敬
本
将
門

記
』（
平
安
後
期
）『
前
田
本
日
本
書
紀
』（
院
政
期
）『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
』

（
永
治
二
年
〈
一
一
四
二
〉）『
大
唐
西
域
記
』（
長
寛
元
年
〈
一
一
六
二
〉）
等

に
例
が
あ
り
、
撰
者
の
訓
読
知
識
も
関
わ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

右
の
「
あ
ふ
」「
み
か
ど
」
と
同
様
、
複
数
の
漢
字
表
記
を
持
つ
語
に
は
、

連
文
を
背
景
に
し
た
用
字
と
推
測
で
き
る
例
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
同
様
の
例

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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を
示
す
（
漢
字
表
記
・
語
・『
大
漢
和
辞
典
』
の
熟
語
の
順
で
示
す
）。

集
・
聚  

あ
つ
む  

あ
つ
ま
る    

（
集
聚
）

顕
・
見  

あ
ら
は
す
・
あ
ら
は
る    

（
顕
見
）

発
・
起  
お
こ
る    

（
発
起
・
起
発
）

思
・
念  

お
も
ふ    

（
思
念
）

談
・
語  

か
た
る    
（
談
語
）

悲
・
愁  

か
な
し
・
な
げ
く
〈「
愁
」
の
み
〉    

（
悲
愁
・
愁
悲
）

清
・
浄  

き
よ
し    

（
清
浄
）

早
・
速  

す
み
や
か    

（
早
速
）

虚
・
空  

そ
ら    

（
虚
空
）

玄
・
遠  

は
る
か
な
り
・
と
ほ
し    

（
玄
遠
）

奉
・
進  

た
て
ま
つ
る    

（
進
奉
）

尊
・
貴  

た
ふ
と
が
る    

（
尊
貴
）

上
・
昇  

登  

の
ぼ
る    

（
上
昇
）

始
・
初  

は
じ
む  

は
じ
め    

（
始
初
）

拝
・
礼  

を
が
む    

（
拝
礼
・
礼
拝
）

　

複
数
の
用
字
を
と
る
例
は
、『
今
昔
物
語
集
』
で
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
常

用
的
な
漢
字
を
主
表
記
と
し
、
非
常
用
的
な
漢
字
を
副
表
記
と
し
て
交
え
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
打
聞
集
』
で
は
二
字
と
も
に
非
常
用
的

な
漢
字
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
は
る
か

な
り
」
は
「
遙
・
幽
」、「
と
ほ
し
」
は
「
遠
」
を
用
い
て
い
る
が
、『
打
聞
集
』

で
は
「
玄
」「
遠
」
を
両
語
の
表
記
に
使
用
す
る
。
こ
れ
は
仏
教
漢
文
に
例
の

見
え
る
連
文
「
玄
遠
」
に
よ
る
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

夫
以
天
地
之
玄
遠
、
陰
陽
之
廣
大
…
… 

（『
廣
弘
明
集
』
巻
十
八
）

　
『
打
聞
集
』
に
は
「
玄
カ
ナ
ル

」（
106
）「
玄
カ
ニ

」（
168
）「
遠
カ
ナ
ル

」（
21
）「
ハ
ル

カ
ニ
玄
（
と
ほ
）シ

」（
157
）
の
よ
う
に
、
捨
て
仮
名
が
付
さ
れ
た
例
が
あ
る
。「
玄
」
は

『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ハ
ル
カ
ナ
リ
（
ハ
ル
カ
ニ
）」、『
訓
点
語
彙
集

成
』
に
よ
る
と
14
例
の
訓
読
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
玄
カ
ニ

」
は
い
ち
お
う

読
み
得
る
と
し
て
も
、「
玄
（
と
ほ
し
）」「
遠
（
は
る
か
）」
は
一
般
的
で
は
な

い
と
の
配
慮
が
あ
り
、
捨
て
仮
名
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
か
な
し
」「
な
げ
く
」
を
表
記
す
る
「
愁
」
も
特
異
で
あ
る
。「
か
な
し
」

は
「
愁
カ
ル

」（
365
）「
な
げ
く
」
は
「
愁
キ

」（
19
）
な
ど
捨
て
仮
名
（
送
り
仮

名
）
で
読
み
が
確
定
さ
れ
る
。「
愁
」
で
「
か
な
し
」
を
表
記
す
る
例
は
『
訓

点
語
彙
集
成
』
に
も
例
が
な
い
。
撰
者
は
「
悲
愁
」
の
知
識
か
ら
「
愁
＝
か
な

し
」
と
解
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
愁
」
で
「
な
げ
く
」
を
表
記

す
る
の
は
、「
愁
歎
」
等
の
漢
語
知
識
か
ら
と
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
『
今

昔
物
語
集
』
で
用
い
る
「
悲
＝
か
な
し
」「
歎
・
嘆
＝
な
げ
く
」
な
ど
の
常
用

的
な
漢
字
と
異
な
り
、
連
文
を
も
と
に
し
て
特
殊
な
漢
字
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
打
聞
集
』
で
一
字
の
み
漢
字
を
用
い
る
場
合
に
も
、「
気
（
い
き
）」（
380
）

「
電
（
い
か
づ
ち
）」（
236
・
237
）「
昔
イ
ニ
シ
ヘ

（
い
に
し
へ
）」（
367
）
な
ど
特
異
に
見

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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え
る
表
記
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
各
々
「
気
息
」「
雷
電
」「
古
昔
」
な
ど
の
連

文
漢
語
の
知
識
を
背
景
に
し
て
、
通
用
字
と
異
な
る
方
の
漢
字
を
用
い
た
例
と

考
え
ら
れ
る
。
貴
志
（
一
九
七
一
）
で
は
、
右
の
「
遠
」「
愁
」
や
「
電
」

「
気
」「
昔
」
な
ど
を
宛
字
の
例
と
す
る
が
、
連
文
漢
語
の
知
識
を
も
と
に
常
用

字
以
外
の
漢
字
を
あ
え
て
選
択
す
る
撰
者
独
自
の
表
記
法
と
解
さ
れ
る
。

七　

連
文
に
よ
る
翻
読
語
と
表
記

　

次
に
、
連
文
に
よ
る
翻
読
語
の
例
を
挙
げ
、
表
記
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
連
文
の
翻
読
語
の
一
つ
に
、「
推
量
」
に
よ
る

「
お
し
は
か
る
」
が
あ
る
。『
打
聞
集
』
で
は
「
推
量
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

⑥　

足
カ
タ
ノ
付
所
ヲ

推
量
ニ

切
ケ
レ
バ
、
二
人
ヲ
バ

切
伏
ツ

（
231
）

他
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
の
「
お
し
は
か
る
」
の
「
推
量
」
表
記
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
で
は
１

例
、『
延
慶
本
平
家
物
語
』
で
は
「
推
量
」
２

例
の
み

で
、
他
は
「
押
量
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』『
延
慶
本
平
家
物

語
』
が
多
く
の
例
を
「
押
量
」
で
表
記
す
る
の
は
、「
オ
ス
」
を
常
用
字
の

「
押
」
で
統
一
的
に
表
記
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。『
打
聞
集
』
で
は
、
総

数
１

例
な
が
ら
、「
お
し
は
か
る
」
を
語
源
「
推
量
」
に
基
づ
い
て
正
し
く
表

記
す
る
点
に
、
漢
文
的
表
記
と
し
て
の
正
し
さ
を
志
向
す
る
撰
者
の
姿
勢
が
窺

え
る
。

　

次
に
「
お
し
は
か
る
」
以
外
の
連
文
の
翻
読
語
の
複
合
動
詞
を
挙
げ
る
（
漢

字
は
『
打
聞
集
』
の
字
で
あ
り
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
熟
語
項
目
が
あ
る
も
の
）。

承
引
（
う
け
ひ
く
）
怖
畏
（
お
そ
れ
お
ぢ
）
切
切
（
し
き
り
に
し
き
り

て
）
造
顕
（
つ
く
り
あ
ら
は
す
）
啼
泣
（
な
き
し
ほ
た
る
）
習
学
（
な
ら

ひ
ま
ね
ぶ
）
逃
去
・
逃
散
・
逃
遁
（
に
げ
さ
る
・
に
げ
ち
る
・
に
げ
の
が

る
）
悦
貴
（
よ
ろ
こ
び
た
ふ
と
が
る
）

　
「
し
き
り
に
し
き
り
て
」
は
同
字
反
復
の
漢
語
「
切
切
」
に
よ
る
「
動
詞
＋

に
＋
動
詞
」
の
翻
読
語
で
あ
る③
が
、
他
は
「
動
詞
＋
動
詞
」
の
複
合
動
詞
の
翻

読
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
連
文
の
「
怖
畏
」「
啼
泣
」
の
表
記
と
読
み
に
関
し

て
検
討
し
て
お
く
。

⑦　

驚
キ
ナ
ガ

ラ　

其
由
ヲ

王
ニ

申
ケ
レ
バ

、
王
、
怖
畏
サ
ハ
ギ
給
ケ
リ

。（
31
）

　

右
の
箇
所
は
、
類
話
の
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
六
ノ
一
）
で
「
□
ヂ

怖
レ

」、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
一
九
五
）
で
「
お
ぢ
お
そ
り
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
お

ぢ
お
そ
る
」
で
あ
る
。
ま
た
、
東
辻
、
中
島
、
竹
岡
は
「
お
そ
り
お
ぢ
」
と
読

む
が
、「
怖
」「
畏
」
は
同
義
の
連
文
で
あ
る
た
め
、
類
話
の
よ
う
に
「
お
ぢ
お

そ
り
」
と
も
読
め
る
。『
打
聞
集
』
で
は
「
畏
」
に
「
ヲ
ヂ
」
の
振
り
仮
名
の

例
（
227
）
が
あ
る
こ
と
と
、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
今
昔
物
語
集
』
等
に

「
お
ぢ
さ
わ
ぐ
」
の
複
合
動
詞
が
あ
る
点
な
ど
か
ら
考
え
、「
お
そ
れ
お
ぢ
さ
わ

ぎ
」
と
読
む
東
辻
ら
の
読
み
は
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
典
拠
の
漢
文
『
法
苑

珠
林
』
巻
十
二
に
は
「
驚
怖
」
と
あ
る
。「
驚
」
は
、
馬
が
お
び
え
さ
わ
ぐ
意

味
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
『
打
聞
集
』
で
「
さ
わ
ぐ
」
が
続
く
点
は
「
驚
」

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成
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の
語
感
を
伝
え
る
表
現
と
し
て
適
当
で
あ
る
。「
お
そ
れ
お
ぢ
さ
わ
ぐ
」
の
表

現
が
『
打
聞
集
』
の
創
作
で
あ
る
か
、
親
本
に
よ
る
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、

帝
の
震
え
上
が
っ
て
怖
が
る
さ
ま
を
う
ま
く
表
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

⑧　

尒
時
、
帝
王
泣 ）啼
、
立
座
ヲ

。（
381
）

⑨　

驚
、
明
朝
、
件
所
遣
人
尋
。
妻
女
、
啼
泣
独
居
。（
426
）

　
「
啼
泣
」
の
本
文
は
、
右
の
よ
う
に
二
例
と
も
漢
文
的
表
記
に
現
れ
て
い
て
、

特
に
381
行
で
は
「
泣
啼
」
に
反
読
符
が
付
さ
れ
て
連
文
「
啼
泣
」
の
語
形
に
こ

だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。
東
辻
と
竹
岡
『
訓
釈
』
は
「
な
き
し
ほ
た
り
」
と
し
、

中
島
『
全
注
解
』
で
は
「
な
き
に
な
き
」
と
す
る
。『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』

に
「
泣
々  

シ
ホ
タ
ル
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
泣
」
を
「
し
ほ
た
る
」
と

読
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。『
打
聞
集
』
で
は
「
啼
」
は
「
涙
」
を
表
す
「
啼

ヲ
流
」（
420
）
の
例
も
あ
り
、
涙
を
流
し
激
し
く
泣
く
語
感
の
あ
る
「
し
ほ
た

る
」
を
含
め
た
訓
読
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
し
ほ
た
る
」
は
『
訓
点
語

彙
集
成
』
に
よ
る
と
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
』（
平
安
初
期
）
以
外
に

例
が
な
く
、『
拾
遺
集
』『
大
和
物
語
』『
多
武
峰
少
将
物
語
』
等
に
も
見
え
る

和
文
的
な
語
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
訓
点
語
彙
集
成
』
か
ら
「
啼
泣
」
の
他
の
訓

読
例
を
探
す
と
、『
前
田
本
日
本
書
紀
』（
院
政
期
）
の
「
イ
サ
チ
ナ
キ
」
の
訓

も
見
出
さ
れ
る
。「
イ
サ
ツ
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
資
料
に
限
っ
て
見
ら

れ
る
（『
訓
点
語
彙
集
成
』
の
16
例
は
前
田
本
、
京
都
国
立
博
物
館
本
、
秘
蔵

大
観
影
印
本
、
古
典
保
存
会
影
印
本
に
あ
る
）。
こ
の
他
、『
観
智
院
本
類
聚
名

義
抄
』
に
は
「
泣  

ナ
ク
ナ
ク
」
が
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
五
ノ
27
の

対
応
箇
所
に
「
泣
〻
」
と
あ
る
の
に
照
ら
せ
ば
「
な
く
な
く
」
も
あ
り
得
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
な
き
し
ほ
た
る
」「
い
さ
ち
な
く
」「
な
く
な
く
」「
な
き
に

な
く
」
な
ど
、
訓
読
の
仕
方
は
確
定
し
に
く
く
、
さ
ら
に
変
体
漢
文
と
し
て
漢

語
の
意
識
が
強
い
な
ら
音
読
の
「
テ
イ
キ
フ
」
も
可
能
で
あ
る
。

　

右
の
426
行
の
例
は
第
二
七
話
で
あ
る
が
、
こ
の
話
で
は
会
話
文
は
片
仮
名
を

多
く
用
い
て
親
本
を
あ
る
程
度
正
確
に
踏
襲
し
、
地
の
文
は
漢
文
的
に
簡
略
に

書
く
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
地
の
文
で
は
省
略
の
「
云
④々
」
や
「
件
」「
了
」

な
ど
の
変
体
漢
文
用
語
や
、「
修
業
北
山
奥
ニ

」（
421
）「
見
之
」（
422
）「
入
仏

堂
」（
422
）「
遣
人
」（
426
）
の
よ
う
な
返
読
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
文

的
な
表
記
は
、
第
一
話
か
ら
話
の
冒
頭
や
末
尾
を
中
心
に
部
分
的
に
見
ら
れ
た

が
、
第
二
七
話
で
は
地
の
文
全
体
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
撰
者
は
第
一
話
以
降
、

平
仮
名
テ
キ
ス
ト
の
本
文
を
漢
文
的
な
表
記
に
変
換
し
つ
つ
も
親
本
の
表
現
を

全
体
的
に
は
保
存
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
変
体
漢
文
に
近
い
第
一
六

話
・
第
一
七
話
や
、
第
二
四
話
・
第
二
五
話
で
こ
の
方
針
は
破
棄
さ
れ
、
最
終

話
の
第
二
七
話
で
は
地
の
文
と
会
話
文
の
表
記
を
書
き
分
け
る
折
衷
的
な
表
記

方
針
を
と
る
に
至
っ
て
い
る
。「
啼
泣
」
は
読
み
の
自
由
な
変
体
漢
文
で
書
か

れ
た
地
の
文
に
あ
る
た
め
、
訓
読
か
音
読
か
確
定
は
困
難
で
あ
る
。

　

連
文
に
よ
る
翻
読
語
は
、
形
容
詞
に
も
見
ら
れ
る
。「
清
ク

イ
サ
清
ヨ
キ

」（
７

）

は
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
六
ノ
三
）
で
は
「
清
浄
」
が
対
応
す
る
。
六
節
で
も

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

三
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取
り
上
げ
た
「
玄
カ
ニ

遠
」（
168
）
は
、『
今
昔
物
語
集
』（
巻
六
ノ
六
）
で
は

「
遙
ニ

遠
キ

」
が
対
応
す
る
。「
玄
遠
」
も
「
遙
遠
」
も
連
文
漢
語
で
あ
り
、
翻
読

語
「
は
る
か
に
と
お
し
」
を
作
り
出
す
が
、「
玄
遠
」
は
言
説
の
深
遠
さ
を
意

味
し
仏
教
経
典
に
特
徴
的
な
語
で
あ
る
点
に
『
打
聞
集
』
の
特
徴
が
現
れ
る⑤
。

翻
読
語
の
例
は
、
168
の
他
に
「
□（

玄
）ニ

往
末
モ

遠
」（
154
）「
ハ
ル
カ
ニ
玄
シ

」（
157
）

な
ど
も
あ
る
。
撰
者
は
、
連
文
「
玄
遠
」
か
ら
「
は
る
か
に
と
ほ
し
」
を
生
み

出
す
と
同
時
に
、
通
常
の
訓
を
入
れ
替
え
た
「
遠
（
は
る
）カ
ナ
ル

」（
21
）「
玄
（
と
ほ
）シ

」（
157
）

な
ど
の
応
用
的
な
表
記
も
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。「
玄
遠
」
は
同
義
字
の
結

合
だ
か
ら
訓
を
入
れ
替
え
て
も
い
い
と
い
う
撰
者
の
発
想
が
窺
え
よ
う
。

八　
「
安
持
」
と
「
持
（
お
く
）」
の
場
合

　

最
後
に
、
連
文
に
関
連
し
て
、
漢
文
の
常
用
的
な
表
記
か
ら
逸
脱
し
た
か
に

見
え
る
例
を
指
摘
し
て
お
く
。『
打
聞
集
』
で
は
「
置
」
字
が
用
い
ら
れ
ず
、

「
安
置
」
で
は
な
く
「
安
持
」（
47
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

⑩　
「
速
ニ

塔
ヲ

造
給
テ

、
此
舎
利
ヲ

安
持
シ

奉
給
ヘ
リ

」（
47
）

こ
れ
に
関
わ
る
の
が
、
次
の
よ
う
な
「
お
く
」「
も
つ
」「
た
も
つ
」
に
関
わ
る

『
打
聞
集
』
独
自
の
用
字
法
で
あ
る
。

持　

お
く
・
し
お
く

持　

も
つ
・
た
も
つ

以　

も
つ
・
も
て
（
も
て
い
く
・
も
て
い
た
る
・
も
て
く
・
も
て
な
す
）

　

こ
れ
ら
の
関
連
語
の
文
字
表
記
を
各
語
の
出
現
順
に
挙
げ
る
。

○
お
く  

ヲ
キ
タ
レ
（
24
）
ヲ
ク
（
25
）
↓
持
テ

（
41
）（
80
）
↓
持オ
カ
ル

（
117
）

シ
持ヲ
キ
テ

（
257
）
持
ヲ
キ
タ
ル

（
266
）

○
も
つ  

持
テ

（
51
）（
56
）
↓
モ
タ
リ
（
104
）
↓
以
イ
ク
（
186
）
以
リ

ケ
ル

（
255
）
以
テ

（
277
）
以
セ
テ

（
342
）
以
テ

（
342
）
以
ル

（
343
）（
344
）
以
来
（
350
）

以
到
（
352
）
以
テ

（
360
）
以
テ

ナ
ス
（
373
）
以
セ
テ
（
416
）

○
た
も
つ  

持
（
60
）（
68
）（
190
）（
367
）

○
安
持
す  

安
持
シ

（
47
）

　

右
の
用
字
法
は
連
動
し
て
い
る
。「
お
く
」
は
、
は
じ
め
（
24
）（
25
）
で
仮

名
書
き
表
記
し
た
が
、
そ
の
後
「
持
」（
41
）
で
表
記
し
、
６

行
後
に
は
漢
語

「
安
持
」（
47
）
を
用
い
て
い
る
。（
117
）
以
降
の
３

例
は
い
ず
れ
も
振
り
仮
名

が
付
さ
れ
て
お
り
、
表
記
の
特
殊
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。「
も

つ
」
は
、
は
じ
め
「
持
」（
51
）
を
用
い
た
が
、
そ
の
後
仮
名
書
き
（
104
）
を

用
い
、
さ
ら
に
「
お
く
＝
持
」
と
差
別
化
し
て
186
行
以
降
「
以
」
で
表
記
す
る
。

「
以
」
を
用
い
た
の
は
、
初
出
の
「
以
イ
ク
」（
186
）
の
よ
う
に
複
合
動
詞
の
接

頭
語
的
用
法
で
は
「
持
」
を
用
い
る
よ
り
適
切
と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

以
降
は
単
独
動
詞
の
場
合
に
も
「
以
」
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、

類
義
語
の
「
た
も
つ
」
は
「
持
」
で
表
し
、「
た
も
つ
＝
持
」「
も
つ
＝
以
」
に

よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

41
行
で
「
お
く
」
に
「
持
」
を
用
い
た
例
を
貴
志
（
一
九
七
一
）
は
宛
字
と

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

三
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す
る
が
、「
持
」
字
を
用
い
る
理
由
は
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。「
持
」
を
使
用
す

る
の
は
６

行
後
に
用
い
る
「
安
持
」
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
安
持
」

は
、
類
話
『
今
昔
物
語
集
』（
六
ノ
四
）
で
は
「
安
置
」
で
あ
り
、
貴
志
は

「
安
置
」
の
宛
字
と
す
る
が
、「
安
持
」
は
仏
典
類
で
「
安
置
」
と
同
義
で
用
い

ら
れ
る
語
で
あ
る
。
ま
た
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
に
「
安
（
平
）
置
（
上

濁
）
同　
　
ア
ン
チ

」
と
あ
る
た
め
「
安
置
」
と
同
音
語
で
も
あ
る
。
次
に
例
を
示
す
。

⑪　

右
辺
安
置
不
空
観
自
在
菩
薩
虚
空
蔵
菩
薩
地
蔵
菩
薩
慈
氏
菩
薩
等
。

 

（『
如
意
寶
珠
轉
輪
祕
密
現
身
成
佛
金
輪
呪
王
經
』
第
四
）

⑫　

大
壇
中
央
安
置
佛
舍
利
。 （
元
海
『
厚
造
紙
』
三
寶
院
僧
都
祈
雨
日
記
）

⑬　

於
無
量
寿
如
来
右
辺
、
安
持
大
摩
尼
宝
菩
薩
。

 

（『
仏
説
大
乗
荘
厳
宝
王
経
』
巻
四
）

⑭　

像
上
安
仏
。
右
辺
観
音
聖
自
在
像
。
左
辺
建
立
金
剛
手
像
。
従
仏
中
間

安
持
世
像
。 

（『
聖
持
世
陀
羅
尼
経
』）

⑮　

無
量
寿
如
来
右
辺
安
持
大
摩
尼
宝
菩
薩
。 

（
元
海
『
厚
造
紙
』）

　

⑫ 

⑮
の
『
厚
造
紙
』
は
、
院
政
期
の
真
言
僧
・
元
海
の
著
作
で
、
真
言
宗

の
諸
事
に
関
わ
る
秘
伝
を
師
の
定
海
か
ら
伝
承
し
た
記
録
で
あ
る⑥
。
⑫
の
例
は

永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
の
記
事
で
「
舎
利
」
の
「
安
置
」
を
記
し
て
お
り

『
打
聞
集
』
の
内
容
と
も
近
い
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
同
書
に
は
⑮
「
安
持
」

の
例
も
見
ら
れ
る
。
両
語
は
、
仏
典
類
で
も
⑪
「
安
置
」
の
仏
像
配
置
の
例
と

用
法
の
類
似
し
た
⑬ 

⑭
「
安
持
」
の
例
が
あ
る
（
⑭
に
単
独
の
「
安
」
も
あ

り
「
安
」「
持
」「
置
」
は
同
義
に
解
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）。
元
海
は
仏
典
類

の
例
を
学
び
、「
安
置
」「
安
持
」
を
同
音
同
義
の
連
文
漢
語
と
す
る
認
識
を

持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
仏
教
漢
文
に
親
し
い
『
打
聞
集
』
撰
者
も
同
様
の
認

識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る⑦
。
さ
ら
に
撰
者
は
「
愁
（
か
な
し
）」「
昔
（
い
に

し
へ
）」「
王
（
み
か
ど
）」「
玄
（
と
ほ
し
）」「
遠
（
は
る
か
な
る
）」
等
多
く

の
類
例
の
よ
う
に
、
同
義
の
漢
字
間
で
は
訓
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

「
置
」
と
同
義
の
「
持
」
に
「
お
く
」
の
訓
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

撰
者
が
「
紺
璃
琉
ツ
ボ
ヲ
机
ノ

上
ニ

持
テ

」（
41
）
と
「
持
」
を
用
い
た
の
は
、

「
舎
利
」
が
現
れ
る
「
壺
」
を
描
く
文
脈
で
「
安
置
」「
安
持
」
を
想
起
し
、

「
置
」
と
同
義
の

0

0

0

「
持
」
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
辻
（
一
九
七
一
）
は
、

本
集
で
は
「
お
く
」
に
「
持
」
を
用
い
る
た
め
に
「
安
持
」
の
表
記
が
生
ま
れ

た
と
し
た
が
、
む
し
ろ
逆
に
、「
安
持
」
の
知
識
が
「
持
（
お
く
）」
の
表
記
を

誘
導
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う⑧
。

　

撰
者
は
仏
教
漢
文
の
知
識
に
よ
っ
て
「
安
置
」「
置
」
で
な
く
あ
え
て

0

0

0

特
殊

な
「
安
持
」「
持
」
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
撰
者
の
表
記
法
に
は
、
常
用
字
よ

り
連
文
や
訓
詁
知
識
に
よ
る
特
殊
な
漢
字
表
記
を
選
ぶ
傾
向
が
強
く
現
れ
る
。

九　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
打
聞
集
』
の
表
記
に
つ
い
て
、
連
文
や
漢
字
の
訓
詁
の
知
識

に
基
づ
い
た
特
殊
な
漢
字
を
使
用
す
る
方
法
を
指
摘
し
た
。
こ
の
中
に
は
従
来

『
打
聞
集
』
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
生
成

三
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宛
字
と
さ
れ
た
例
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
撰
者
独
自
の
表
記
法
と
し
て
捉
え
直

し
た
。
本
作
に
は
、
漢
字
表
記
と
仮
名
書
き
が
併
用
さ
れ
る
語
も
多
く
、
漢
字

の
用
字
も
箇
所
に
よ
っ
て
変
異
す
る
。
自
立
語
の
小
書
き
な
ど
宣
命
書
き
と
し

て
は
異
例
の
箇
所
も
多
く
、
そ
の
表
記
方
法
は
奔
放
で
、
全
話
に
渡
っ
て
試
行

錯
誤
の
跡
が
窺
え
る
。
本
作
の
漢
字
表
記
の
方
法
は
、
自
ら
の
漢
字
の
知
識
に

引
き
つ
け
て
書
く
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
連
文
の
知
識
が
和
漢
混
淆
文
の
文

章
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
面
も
見
出
せ
た
。

　
『
打
聞
集
』
は
、
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
か
ら
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
テ
キ
ス

ト
に
表
記
を
書
き
換
え
た
事
例
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
森
・
小
内
・
川

上
ら
の
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
打
聞
集
』
の
文
章
の
生
成
の
背
景
を
考
え
る
な

ら
ば
、
漢
文
の
訓
読
・
作
成
に
は
馴
れ
て
い
る
が
、
平
仮
名
文
や
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
に
は
比
較
的
不
馴
れ
な
撰
者
が
、
仏
教
説
話
の
習
作
を
試
み
た
が
、

私
的
な
学
習
目
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
標
準
的
な
書
記
法
よ
り
は
漢
文
知
識
に

固
執
し
た
独
自
性
の
強
い
表
記
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

注①　
『
平
家
物
語
』
の
平
仮
名
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
高
野
本
で
は
「
の
た
ま
ふ
」
も
し
く

は
「
の
給
ふ
」
の
表
記
例
が
用
い
ら
れ
「
宣
ふ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
片
仮

名
テ
キ
ス
ト
の
延
慶
本
で
は
「
ノ
給
フ
」
は
二
例
「
ノ
タ
マ
フ
」
一
例
の
み
で
、
他

は
全
て
「
宣
フ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

②　

も
と
に
想
定
さ
れ
る
漢
語
「
相
対
」
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
に
「
相
対
」
は
次
例
な
ど
総
計
91
例
が
見
出
さ
れ
る
。

○ 

左
大
将
（
藤
原
実
頼
）
代
中
将
源
朝
臣
正
明
、
相
対
而
立
於
東
頭
（『
九
暦
』
天

慶
九
年
十
月
二
十
八
日
）

③　
「
し
き
り
に
し
き
る
」
が
「
切
々
」
の
翻
読
語
で
あ
る
こ
と
は
、『
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
今
昔
物
語
集  

三
』
の
巻
十
四
の
頭
注
補
記
（
三
四
四
頁
）
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

④　

小
林
（
一
九
七
一
）
は
変
体
漢
文
的
な
用
語
「
云
々
」
が
、
第
二
七
話
で
は
省
略

を
表
す
用
法
で
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑤　

元
に
想
定
さ
れ
る
漢
語
「
玄
遠
」
は
、
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
「
玄
遠
」
70
例

が
見
え
る
。

⑥　

元
海
は
、
真
言
僧
で
一
一
三
二
年
に
醍
醐
寺
座
主
、
一
一
五
六
年
に
没
。『
厚
造

紙
』
の
成
立
年
次
は
未
詳
な
が
ら
、『
打
聞
集
』
の
成
立
下
限
で
あ
る
一
一
三
四
年

と
近
い
時
期
の
著
作
と
思
わ
れ
る
。
同
書
の
例
は
当
時
の
僧
侶
の
用
語
に
「
安
持
」

が
あ
っ
た
例
証
と
捉
え
ら
れ
る
。

⑦　

東
辻
（
一
九
七
一
）
の
あ
げ
る
『
教
行
信
証
』（
六
本
九
八
）「
安
㆓

置タモツ
（
上
濁
）

是　
ノ

人　
ヲ

㆒
」
の
例
は
、「
置
」
を
濁
音
の
「
ヂ
」、
か
つ
「
持
（
た
も
つ
）」
の
意
と
解

し
た
例
で
あ
る
。

⑧　

な
お
、
41
行
以
降
の
「
持
（
お
く
）」
は
特
に
仏
に
関
連
す
る
文
脈
で
は
用
い
て

い
な
い
。
41
行
の
「
持
」
の
例
は
、
こ
の
表
記
を
用
い
始
め
た
き
っ
か
け
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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